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　北海道日高地方では 2003 年 8 月 9 日から 10日
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壊は，幅 8～10 m，長さ 15～29 m，深さ 0.7～1.2
mであり，斜面勾配は 38～40°であり，崩壊頂部
は斜面上～下部まで様々である；（2）凝灰質泥岩









C斜面下方の崩壊地は幅 約 9 m，長さ 約 29 m，
深さ 約 1 mであり（第 2図），Tm斜面下方の崩






















は透水係数が 3.05× 10-3 cm/sであるのに対し，



























崩壊の幅 ［m］ 8～ 10 3～ 5
崩壊の長さ ［m］ 15～ 29 3～ 7
崩壊の深さ ［m］ 0.7～ 1.2 0.4～ 1.2
斜面勾配 ［°］ 38～ 40 45～ 48
－ 22 －
日から同年 10月 11日である．
　C 斜面の観測地点は，第 4 図に示した C11，
C16，C22の 3地点である．Cの後の数値は斜面
上部の尾根（C0点）から斜面下方への斜面長で，
第 2図　C斜面の様子 第 3図　Tm斜面の様子
第 4図　斜面縦断面形と Nc値プロファイル（C斜面）
－ 23 －





















C29（滑落崖） 20 1.35× 10－ 2
35 1.75× 10－ 3
45 3.05× 10－ 3
Tm45 30 2.46× 10－ 3
50 1.79× 10－ 5
第 2表　土壌サンプルの透水係数
観測点 C11 C16 C22 Tm31 Tm39 Tm45
深度［cm］ 90 55 45 30 30 60






を維持した．C16地点では 7月中は深さ 55 cm，









深さ 45 cm，90 cmともに 8月に入ると乾燥し始
めたが，8月中旬から下旬にかけて再び湿潤状態
へと戻った．深さ 90 cmでは，7月中と 8月下旬
に 0 cmH2Oを越え，地下水面が形成されていた
































　2008年 7月 22日 21時から 7月 23日 21時ま
での間に 24時間降水量 114 mm，最大 1時間降
水量 24.5 mmの降雨イベントがあり，以後これ
をイベント A と呼ぶことにする．　イベント A













上の C22地点の深さ 90 cmのテンシオメーター
はイベント Aの期間においては，0 cm H2Oを越










C斜面における滑落崖直上の C22地点の 90 cm
と同様に，滑落崖直上である Tm39 地点の 120
cmは常に 0 cm H2Oを越えた値を示した．また，
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